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の充実をめざして
広報よもぎた

着工、ふるさと総合センター建設

一般会計予算は、29 億7,800万円に（前年度比36％増）

八戸　良次郎　村長

平
成
９
年
度
施
政
方
針

村
長

に
就
任
十
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

豊
か
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り
、
民
生
の
安
定
を
願
い
、

行
政
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
村
民
各
位
、
村
議
会
、
県
、

国
の
多
大
な

ご
援
助
、
ご
協
力
、
ご
指
導
を
賜
り
な
が
ら
平
成
九
年

度
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

誠
に
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
更
に
心
を
引
き
締
め
、
事
故
、
事
件
を
未
然

に
防
ぎ
、
職
員
一
体
と
な

っ
て
行
政
を
進
め
て
参
り
ま

す
。今
日
ま
で
の
行
政
を
考
え
て
み

る
と
き
、

私
は
第
一

義
的
に
、
わ
が
村
の
産
業
基
盤
の
整
備
に
重
点

を
お
い

て
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
他
町
村
に
劣
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

自
主
財
源
の
乏
し
い
わ
が
村
で
あ
り
ま
す

が
、

よ
も

ぎ
温
泉
の
完
成
、
玉
松
台
周
辺
を
含
む
コ

ー
ス
タ
ル

ー

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

ー
ゾ
ー
ン
計
画
の
実
施
、
野
球
場
、公
園
、

漁
港
、
農
免
農
道
な
ど
の
整
備
、
福
祉
対
策
と
し

て
特
別

養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
誘
致
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
適
切
な
管
理
運
営
と
、
極
め

て

●平成９年度村の予算 2



環境整備
簡易水道工事

平成９年度

効
率
的
な
利
用
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
村

の
財
産
、
税
金
で
あ
る
こ
と
に
思
い
を
寄
せ
大
事
に
致

し
ま
す
。

ま
た
、
県
、
国
の
ご
援
助
を
得
な
が
ら
福
祉
対
策
、

教
育
の
向
上
、
上
下
水
道
の
整
備
、
農
林
漁
業
の
振
興

は
も
ち
ろ
ん
、
中
学
校
の
大
規
模
改
築
、
保
健
福
祉
、

社
会
教
育
の
拠
点
と
な
る
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
の

建
設
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
進

め
る
に
も
財
源
の
確
保
が
最
大
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

村
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
諸
施
策
を
忠
実
に
守
り
、
他

町
村
に
お
く
れ
る
こ
と
な
く
行
政
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
「
言
う
は
昜
く
行
う
は
難
し
」

で
あ
り
ま

す
が
、
理
事
者
、
職
員
一
体
と
な
っ
て
、
村
発
展
の
た

め
に
、
一
層
の
努
力
を
い
た
す
決
意
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
、
今
ま
で
以
上
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

平成９年度　主な事業と予算（単位：千円）

議　 会　 費
〔79,031 〕

'●y
2.7%

・議員報酬等44,319 ・ 議 会だより916

総　 務　 費
〔670,285〕

厂　　ヽ厂　＼・ 二　　　　　　　　　22.5%

・ふるさと総合センターエ事費294,000　・文書費3,627

・財産管理費19,210･交通安全対策費2,674　・広報費3,947

民　 生　 費
〔348,403〕

¬　　　　　　　　　　11.7%

・老人福祉費95,548 ・ 社 会福 祉施設 費94,151

・防犯対策費2,116　・ 児童手 当4,865

・保育所費74,212

衛　 生　 費
〔224,513〕

T －T 冂　　　　　　　　　　75 ％

・環境衛生費88,563 ・ 老人 保健事業 費26,003

・ふれあいセ ンター費40,891 ・ 簡 易水道 特別 会 計

繰出金26,063 ・ 母子 衛生 費6,113

労　 働　 費
〔798 〕

0.0％

・労働者協議会補助金100

農林水産業費
〔372,012〕

12.5%

・農業委員 会費38,297 ・ 畜産業費16,850

・団 体営坂元地区農道整備45,652 ・ 県営郷沢地区農道整

備12,558 ・ 県営中沢、 長科地区担い手育成基盤整 備

33,629 ・ 県営蓬田､瀬辺地漁港改修19,000

商　 工　 費
〔13,267 〕

］　　　　　　　　　　　　　　　0,4 ％

・商工会補助金900 ・ 簡易小口資金特別保証貸付金2,000

・観光 協会補助 金3,500

土　 木　 費
〔469,087〕

15.8%

・中沢川改修39,000 ・ 広瀬１－１号線流雪溝設置15,000

・玉松園カントリーパーク189,628 ・広瀬１－１号線特殊改良

20,309 ・ 広瀬高根橋架替95,050･除雪機械購入28,251

消　 防　 費
〔91,888 〕

コ　　　　　　　　　　　　　　　　3.1%

・防火 水槽 設置9,140　・サ イレ ン設置1,081

・広域消防 負担金58,694

教　 育　 費
〔456,401 〕

15.3%

・中学校大規模改造200,000 ･ /｣嘩 校費63,329 ・ 幼稚園費25,768

・公民館費28,472・玉松台スポーツガーデン管理費6,312

・給 食 セ ン タ ー特 別 会計 繰 出 金30,126

災 害 復 旧 費
〔5,100 〕

］　　　　　　　　　　　　　　　　　0.2%

公　 債　 費
〔243,598 〕

8.2%

・元金159,207　・利子84,391

諸 支 出 費
〔　１　〕

0.0％

予　 備　 費
〔3,996 〕

］　　　　　　　　　　　　　　　　0.1%

●特別会計予算　13億6,260万円

区　　　　　分 予　　算　 額 伸　　び　　率

国民 健康保 険 2億9,881万円 14.5% 増

老 人 保 健 4億1,414万円 5.2％増

給食 セ ン ター 4,539万円 1.1% 増

簡易 水道 事業 6億426 万円 -

伸び率は、前年度当初予算対比

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険
会
計
は
、
前

年
度
比
1
4・
５
％
増
の
２
億
９
、

８
８
工
万
円
。
保
険
税
１
億
３
、

５
５
↓

万
円
、
国
庫
支
出
金
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど

を
財
源
に
、
保
険
給
付
費
や
老

人
保
健
へ
の
拠
出
金
な
ど
に
充

て
ま
す
。

老
人
保
健

老
人
保
健
会
計
は
、
前
年
度

比
５
・
２
％
増
の
４
億
１
、
４

工
４
万
円
。
支
払
基
金
交
付
金

や
国
庫
支
出
金
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
な
ど
を
財
源
に
、

医
療
給
付
費
、
医
療
費
支
給
費

な
ど
に
充
て
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
会
計
は
、

前
年
度
比
１
・
工
％
増
の
４
、

５
３
９
万
円
。
給
食
費
負
担
金
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど

を
財
源
に
、
給
食
の
材
料
費
や

セ
ン
タ
ー
の
運
営
費
な
ど
に
充

て
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業

簡
易
水
道
事
業
会
計
は
、
今

年
度
か
ら
新
設
さ
れ
、
６
億
４

２
６
万
円
。
国
庫
支
出
金
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
な
ど
を

財
源

に
、
工
事
の
設
計
管
理
費

や
取
水
、
浄
水
施
設
の
工
事
費

な
ど
に
充
て
ま
す
。

3　●平成９年度村の予算



平成９年４月１日

広報よもぎた

過疎地域に公示される
過

疎

地

域

と

は

？

過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置

法
（
過
疎
法
）
に
過
疎
地
域
の

要
件
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
次

の
人
口
、
財
政
力
に
係
る
要
件

に
該
当
す
る
自
治
体
が
指
定
さ

れ
ま
す
。

▼
人
口
に
係
る
要
件

①
国
勢
調
査
に
基
づ
く
、
二
十

五
年
間
の
人
口
減
少
率
が
二
五

％
以
上
。

②
人
口
減
少
率
が
二
〇
％
以
上

で
、
六
十
五
歳
以
上
人
口
の
比

率
が
一
六
％
以
上
。

③
人
口
減
少
率
が
二
〇
％
以
上

で
、
十
五
歳
以
上
十
九
歳
未
満

人
口
の
比
率
が
一
六
％
以
下
。

▼
財
政
力
に
係
る
要
件

④
三
年
間
の
財
政
力
指
数
の
平

均

が
〇
・
四
四
以
下
。

わ
が
村
は
、
昭
和
四
十
五
年

か
ら
平
成
七
年
国
勢
調
査
ま
で

の
二
十
五
年
間
で
、
人
口
減
少

率
二
〇
・
六
五
％
（
九
百
八
十

五
入
減
）
、
高
齢
者
比
率
ニ

ー
・

三

一
％
（
六
十
五
歳
以
上
人
口
、

八
百
七
人
）
、
財

政
力

指
数
の

平
均
が
〇
・
一
四
九

で
要
件
に

該
当
し
ま
す
。

県
内
の
過
疎
町
村

は
、
本
村

と
金
木
町
が
追
加
指
定
さ
れ
、
三

十
町
村
と
な
り
、
初
め
て
五
十
九

町
村
の
半
数
を
超
え
ま
し
た
。

(資料:国勢調査)

昭和45年　4,771 人

平成７年　3,786 人

年齢階級男女別人口

昭和30年から平成７年まで（40年間）の人口推移

●過疎地域に公示４

昭30
〔1955〕

35
〔1960〕

40
〔1965〕

45
〔1970〕

50
〔1975〕

55
〔1980〕

60
〔1985〕

平2
〔1990〕

7
〔1995〕

総　数 5,728 5,425 4,997 4,771 4,371 4,360 4,275 4,052 3,786

男 2,888 2,688 2,490 2,345 2,066 2,078 2,024 1,929 1,804

女 2,840 2,737 2,507 2,426 2,305 2,282 2,251 2,123 1,982

65歳以上 241 260 302 380 442 506 592 668 807

15～19歳 618 417 535 480 374 352 272 283 263



蓬
田
村
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

基本設計競技採用　完成予想図

平
成
八
年
度
、
設
計
事
務
所

四
社

に
よ
り
設
計
競
技
を
実
施

し
た
、
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

の
基
本
設
計
が
決
定
し
ま
し
た
。

九
年
度
と
十
年
度
の
二
ヵ
年

計
画
で
、
よ
も
ぎ
温
泉
北
東
側

に
建
設
予
定
の
セ
ン
タ
ー
は
、

各
種
集
会
、
保
健
福
祉
、
社
会

教
育
、
芸
術
文
化
の
活
動
拠
点

施
設
で
す
。

入
り
や
す
い
、
親
し
み
や
す

い
、
使
い
や
す
い
、
村
民

が
魅

力
を
感
じ
る
、
二
十

一
世
紀
へ

の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し

た
施
設
で
す
。
’

主
な
施
設
概
要
（
鉄
骨
造
、
二
階
建
）

▼
保
健
福
祉

・
乳
幼
児
健
（
検
）
診
室

・
機
能
訓
練
室

・
障
害
者
用
作
業
室

▼
社
会
教
育
・
芸
術
文
化

・
多
目
的
ホ
ー
ル
（
3
0
0
人
収
容
）

・
茶
室

・
図
書
室

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室

▼
事
務
室

・
社
会
福
祉
協
議
会

・
教
育
委
員
会

・
保
健
婦
活
動

「
労
働
バ
ン
ク
」
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

村
農
業
委
員
会
が
、
平
成
８

年
忖一
月
に
行
っ
た
、
労
働

バ
ン

ク
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し

ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
現
在
、
村
内

で
複
合
経
営
に
よ
る
安
定
所
得

の
向
上
を
目
指
す
農
家

が
増
え

て
い
る
中
で
、
家
族
だ
け
の
労

力

で
間
に
合

っ
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
働
き
た
い
が
仕
事
を
探

せ
な
い
人
が
何
人
い
る
の
か
を

把
握
し
、
今
後
の
農
業
発
展
に

役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

調
査
結
果

は
、
回
答
し
た
4
5
1

戸
（
4
5％
）

の
農
家
、
漁
家
の

う
ち
、
労
力
不
足
で
人
を
頼
み

た
い
と
答
え
た
方
が
囲
尸
、
仕

事
を
し

た
い
（
労
力
を
提
供
し

た
い
）
方
が
6
8人
お
り
、
こ
の

方
々
が
労
働

バ
ン
ク
に
登
録
を

希
望
し

て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、
今
後
、

登
録
希
望
者
を
対
象
と
し

た
説

明
会
を
開
催
し

て
い
き
ま
す
。

「
お
問
い
合
せ
先
」

蓬
田
村
農
業
委
員
会
　

事
務
局

昔
　
（
内
線
　

２
５
５
）

項　目ﾆﾜ

、
戸数 回答数 癶弧十Ｚ

労力不足だが

登 録 し な い
登録しないW ，μ司X 冫　 ’心

労力不足 労力提供

中　　 沢 131 58 21 13 ８ ２ 35
長　　 科 106 68 20 13 ７ ２ 45
阿弥陀川 184 100 25 且 14 ３ 72
蓬　　 田 139 76 19 ４ 15 ０ 57
郷　　 沢 98 19 14 ７ ７ １ ４

瀬 辺 地 149 58 ９ １ ８ ０ 49

広　　 瀬 144 30 ８ １ ７ ３ 19

高　　 根 51 42 ８ ６ ２ １ 33
計 1,002 451 124 56 68 12 314

5●ふるさと総合センター



カメラ ア　イ

広報よもぎた

新入学おめでとう
４
月７日、蓬田小学校及び蓬田中学校で入学式

が行われました。

今年新しく小学校に入学した児童は、34人（男

21人、女13人）。中学校には、42人（男21人、女

21人）の新１年生が入学しました。

また、蓬田幼稚園の人園式は４月８日に行われ、

園児24人（男８人、女16人）が、元気いっぱいに

新しい生活のスタートをきりました。

交通安全マスコット配布

春
の交通安全運動（４月６日から15日）実

施中の４月10日（木）、蟹田地区交通安全協会

蓬田支部（坂本登会長）は、村交通安全母の

会（山舘洋子会長）や、坂本昭巳助役、津島

鐵男村議会議長、鎌田幸造蟹田警察署長など

関係者30名が玉松海水浴場前の国道でマスコッ

トとチラシを配布し、安全運転を呼び掛けま

した。

今回配布したマコットは、蓬田地区母の会

が作った、100個で、組みひもを輪にして鈴を

付けたかわいい物でした。

●カメラアイ　6



災 害 に 備 え て

４
月６日、村消防団（吉田初男団長）が春

季火災予防演習を実施しました。

訓練は、「午前８時28分、中沢地区交通安全

公園付近より火災発生」 の想定で行われ、 ポ

ンプ車で出動した団員125 名が火災現場に到着。

地域住民が見守る中、 きびきびした動作で消

火活動にあたり、日ごろの訓練の成果を発揮

しました。

演習終了後、 ポンプ車で村内をパレード、

毎戸にチラシを配布し、 火の用心を呼び掛け

ました。

春は空気が乾燥し、火災が起こりやすく、

農作業などで家を留守がちにします、 火の元

を十分確認してから出掛けましょう。

たいきょくけん太 極 拳 講 習 会

太
極拳の講習会が３月10日と12日の２日間にわたり、

農業者トレーニグセンターにおいて開催されましたＯ　こ

の講習会は、村の健康づくり事業の一環で行われたもの

で、村内で太極拳が紹介されるのは初めてとあって、31

名が参加しました
Ｏ

中国に伝わる太極拳は、古来は武術でしたが、 現在は

「気功（呼吸法）」に趣をすえた健康体操的な感じで、動

きはゆっくりしています
Ｏ
実際、無理のない動きが参加

者も心地よかったようで「身体全体の凝りがとれ軽くなっ

た」、「こういう無理のない動きだったら続けられそう」

等の声が聞かれました
Ｏ

子ども会リサイクル活動

４
月20 日( 日)、村子ども会育成連絡協議会

(坂本勇一会長)'では、古新聞や古雑誌、空きビ

ンなどのリサイクルを目的とした、回収活動を

行いました。

参加した子どもや育成者約200名は、朝８時か

ら各家庭より協力された資源ゴミをトラックで

回収し、玉松海水浴場駐車場に運びました。

集められた古新聞などは、青森市内の業者に

買い取ってもらい、子ども会活動に役立てます。

また、各地区では、 道路脇に捨てられた空 き

缶やゴミを拾う環境美化活動も行いました。

この活動は、春と秋の年２回行っています。

ｉ

日
が
沈
み
　

居
酒
屋
の
灯
が
　
招
い
て
る
　
　
　

増
　

吉

・
縄
の
れ
ん
　
お
い
で
お
い
で
と
　
風
に
揺
れ
　
　
お
　
富

・
居
酒
屋
で
　

財
布
に
聞
い
た
　

酒
の
味
　
　
　
　

昭
　

夫

一

居
酒
屋
に
　

昨
夜
の
醜
態
　
聞

い
て
飲
み
　
　
　

節
　

子

・
居
酒
屋
の
　

の
れ
ん
く
ぐ
れ
と
　

札
し
ゃ
べ
る
　
年
　

栄

一
同
じ
酒
　

の
れ
ん
く
ぐ
れ
ば
　
味
違
う
　
　
　
　

治
　

郎

・
縄
の
れ
ん
　
愚
痴
を
肴
に
　
午
前
様
　
　
　
　
　
富
　
栄

一

居
酒
屋
の
　

の
れ
ん
く
ぐ
れ
ば
　
み
ん
な
友
　
　

咲
　

子

ヘ
ー
ル

ー
ボ
ッ
プ
す
い

星
を
見
ま
し
た
か
。

夜
、
陸
奥
湾
沖
で
は
、

こ
う
な
ご
漁
の
い
さ
り
火

が
ま
ぶ
し
い
で
す
。

7 ●川柳北緯41°



広報よもぎた

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は

在
宅
福
祉
を
支
え
る
拠
点
で
す

平
成
九
年
四
月
一
日
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
蓬
生
園
が
開

園
し
ま
し
た
。
蓬
生
園
は
定
員

五
〇
床
の
ベ
ッ
ド
を
持
つ
ホ
ー

ム
で
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
等
に

よ
り
、
日
常
生
活
全
般
に
介
護

を
必
要
と
す
る
方
を
お
あ
ず
か

り
し
て
い
ま
す
。

施
設
は
終
日
に
わ
た
り
機
能

し
て
い
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
、
地
域
の
在
宅
福
祉
を

支
え
る
拠
点
施
設
と
し
て
の
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
施
設
に
は
、
在
宅

福
祉
を
支
え
る
三
本
柱
と
し
て

①
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
専
用
べ
。

ド
十
床
（
短
期
間
あ
ず
か
り
）

②
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

③
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

が
併
設
さ
れ
、
ホ
ー
ム
の
開
園

と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
事
業
も

村
の
委
託
事
業
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

日
帰
り
コ
ー
ス

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

高
齢
者
の
多
く
は
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
家
族
や
顔
見
知
り

の
人
々
と
と
も
に
暮
ら
し
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
女
性
の
社
会

進
出
や
核
家
族
化
の
進
行
、
高

齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
二
人
暮

ら
し
の
増
加
で
家
庭
介
護
力
は

低
下
し
て
い
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
こ
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
高
齢
者
や
介

護
に
あ
た
る
家
族
を
支
援
す
る

た
め
の
事
業
で
す
。
家
族
だ
け

の
介
護
力
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
公
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

上
手
に
取
り
入
れ
て
、
介
護
者

の
リ
フ
レ
。
シ
ュ
を
時
々
図
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

事
　
業
　
内
　
容

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
在
宅
の

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上

の
か

ら
だ
の
不
自
由
な
高
齢
者
や
虚

弱
な
高
齢
者
を
リ
フ
ト
バ
ス
で

送
迎
し
、
日
常
動
作
訓
練
や
入

浴
、
食
事
、
リ
（

ビ
リ
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
趣
味
活
動
等

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
日
常

生
活
の
自
立
を
助
け
る
と
と
も

に
、
介
護
に
あ
た
る
家
族
の
負

担
軽
減
を
め
ざ
し
た
事
業
で
す
。

さ
ら
に
、
家
族
介
護
者
教
室

を
定
期
的
に
開
催
し
、
家
庭
介

護
に
関
す
る
学
習
と
各
種
サ
ー

ビ
ス
利
用
方
法
に
つ
い
て
情
報

提
供
を
図
り
ま
す
。

現
在
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
車
イ
ス
や
ベ
ッ
ド
に
寝

た
ま
ま
で
も
利
用
で
き
る
専
用

リ
フ
ト
バ
ス
二
台
を
運
行
し
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
を
送
迎
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
寝
た
き
り
等
の
た
め
、

通
所
に
よ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利

用
が
困
難
な
場
合
に
は
、
移
動

●特集デイサービス　8
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入
浴
車
に
よ
る
、
訪
問
入
浴
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
自

宅
で
の
入
浴
介
護
が
困
難
な
場

合
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

利
　

用
　

方
　

法

①
申
込
場
所

・
蓬
田
村
役
場
　

福
祉
課

a
0
1
7
4
－
2
7
1
2工
１
１

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
蓬
生
園

a
0
1
7
4
－
2
7－
３
４
６
ＤＤ

・
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
蓬
生
園

a
0
1
7
4
－
2
7－

３
４
４
［
Ｄ

・
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
や
保
健
婦
、
民
生

委
員
も
申
し
込
み
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

②
提
出
書
類

・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
申
請
書

・
診
断
書
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
用
）

③
利
用
料

剛
通
所
事
業

・
一
回
　

六
〇
〇
円
（
給
食
代
、

入
浴
代
、
教
材
等
原
材
料
費
）

た
だ
し
、
本
人
負
担
は
一
回
当

た
り
三
〇
〇
円
と
し
、
本
人
が

直
接
施
設
に
払
い
ま
す
。
残
り

三
〇
〇
円

に
つ
い
て
は
村
が
助

成
し
ま
す
。

②
訪
問
入
浴

サ
ー
ビ
ス
事
業

・
利
用
料
　

無
料

身
近
な
相
談
窓
口

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ボ

第 １ 回 家 族 介 護 者 教 室

1.開催日時　　　 平成９年５月17日( 土)9:30 ～12:00

2.開催場所　　　 デイサービスセンター蓬生園

3.参加申し込み　平成９年５月15日まで、電話で受付します。

4.内　　 容　　　1) 高齢者の食7 に7

で1⊇27-3445

2)地域福祉について

※　教室終了後、入浴できますので、入りたい方はタオル等入浴

ｊ) 墅 で 謡 に よ よ 冐 。
。

介
護
を
行
っ
て
い
る
家
族
等

が
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
場

所
が
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
で
す
。
夜
間
等
の
緊
急
な
場

合
で
も
、
二
十
四
時
間
体
制
で

対
応
し
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
申

し
込
み
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
介
護
機
器
・
用
品
の
展

示
紹
介
も
あ
り
、
使
用
方
法
の

指
導
や
介
護
の
仕
方
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

①
広
報
啓
発
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
地

域
住
民
が
利
用
可
能
な
各
種
保

健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の

情
報
を
把
握
し
、
積
極
的
な
利

用
に
つ
い
て
広
報
啓
発
を
行
い

ま
す
。

②
適
切
な
助
言
指
導

高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
相
談

に
対
し
、
電
話
・
面
接
等
に
よ

り
総
合
的
に
応
じ
助

言
し
ま
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
看
護
婦
と

ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
二
人

の
職
員
が
配
置

さ
れ
、
積
極
的

に
地
域
や
家
庭
に
出
向
き
、
保

健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
住
民
を
結

び
つ
け
る
役
割
を
は
た
し

て
い

ま
す
。
四
月
か
ら
村
内
全
域
の

世
帯
訪
問
を
行
い
、
高
齢
者
の

状
況
把
握
を
行
う
と
と
も
に
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
蓬
田
村
で
新

し
く
始
ま
っ
た
事
業
の
紹
介
を

し

て
い
ま
す
。

③
サ
ー
ビ
ス
の
適
用
調
整

相
談
者
に
対
し
て
、
公
的
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
申
請
手
続
き
の
便

宜
を
図
る
だ
け
で
な
く
、
高
齢

者
や
家
族
に
と
っ
て
ど
の
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
は
そ
の
組

み
合
わ
せ
が
適
当

で
あ
る
か
判

断
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
に

わ
た
る
機
関
と
連
絡
調
整
を
行

い
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
へ
と

つ
な

げ
ま
す
。

④
介
護
機
器
の
展
示
と
普
及

介
護
機
器
を
展
示
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
利
用
者
の
身
体
状

況
を
踏
ま
え
た
介
護
機
器
の
選

定
、
具
体
的
な
使
用
方
法
に
つ

い
て
、
相
談
助

言
を
し
ま
す
。

高
齢
者
の
家
庭
内
自
立
を
高

め
る
た
め
の
住
宅
改
造
に
つ
い

て
も
相
談
助

言
し
ま
す
。

9●特集デイサービス
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広報よもぎた

健康

ひとくちメモ

風
薫
る
五
月
、
皆
さ
ん
元

気

に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
村

内
で
、
平
成
三
年
か
ら
七
年
ま

で
の
五
年
間
に
亡
く
な
っ
た
方

は
二
百
人
お
り
、
こ
の
う
ち
脳

卒
中
で
亡
く
な
っ
た
方
が
四
十

八
入
と
死
因
の
ト
ッ
プ
を
占
め
、

ま
た
、

が
ん
が
四
十
六
人
、
心

臓
病
が
四
十
人
と
、
全
死
亡
者

中
の
約
七
割
を
三
大
成
人
病
で

占
め
て
い
ま
し
た
。

検
診
で
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
で
治
る
が
ん
。
今
月

は
、

が
ん
の
中
で
も
「
肺
が
ん
」
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▼
急
増
す
る
肺
が
ん

図
１
は
、
部
位
別
の
が
ん
に

よ
る
死
亡
率
の
推
移
を
の
せ
て

い
ま
す
。
死
亡
総
数
に
つ
い
て

は
第
二
位
の
肺
が
ん
で
す
が
、

男
性
の
死
亡
者
数
で
は
平
成
五

年
か
ら
第
一
位
を
占
め
、
現
在

急
増
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
死

亡
者
数
・
死
亡
率
と
も
に
男
女

あ
わ
せ
て
第
一
位
に
な
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
死
亡
年
齢

別
で
み

る
と
男
女
と
も
に
七
十

代

が
最
も
多
く
、
六
十
代
・
五

十
代
と
続
く
こ
と
か
ら
、
肺
が

ん
は
高
齢
者
が
か
か
り
や
す
く

発
見
が
遅
れ
が
ち
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

平
成
元
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

村
の
肺
が
ん
検
診
で
は
、
患
者

が
数
名
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

高
齢
の
た
め
手
術
治
療
ま
で
は

で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
当

村
の
過
去
五
年
間
の
が
ん
に
よ

る
死
亡
者
四
十
六
人
の
う
ち
、

肺
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
大
が
十

二
人
（
二
十
六
％
）
で
胃
が
ん

の
十
五
人
（
三
十
三
％
）
に
次

い
で
匚
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
肺
門
が
ん
と
肺
野
が
ん

肺
が
ん
は
で
き
る
場
所
に
よ
っ

て
肺
門
が
ん
（
主
に
気
管
支
に

近
い
部
分
に
で
き
る
が
ん
）
と

肺
野
が
ん
（
肺
の
す
み
ず
み
に

で
き
る
が
ん
）
に
大
別
さ
れ
ま

す
。
肺
門
が
ん
は
太
い
気
管
支

に
で
き
る
の
で
咳
や
血
痰
が
症

状
で
か
ぜ
と
間
違
い
や
す
く
、

ま
た
、
肺
野
が
ん
は
体
の
外
へ

症
状
が
出
に
く
い
の
が
特
徴
で

す
。
そ
の
た
め
、
肺
門
が
ん
は
、

自
覚
症
状
や
喀
痰
検
査
に
よ
っ

て
発
見

さ
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
肺
は
血
管
が
多
く
リ

ン
パ
系
が
発
達
し

て
い
る
た
め

に
、
他
の
が
ん
に
比

べ
て
転
移

し
や
す
く
、
残
念
な
こ
と
に
約

三
分
の
二
は
手
遅
れ
の
状
態
で

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
タ
バ
コ
と
が
ん

肺
が
ん
は
タ
バ
コ
と
の
関
係

が
深
い
よ
う
で
、
喫
煙
量
が
多

い
ほ
ど
、
ま
た
、
吸
い
初
め
た

年
齢
が
若
い
ほ
ど
肺
が
ん
の
危

険
性
が
高

く
な
り
ま
す
。
「
一

日

の
喫
煙

本
数

×
喫

煙
年

数

（
例
二
十
本
×
二
十
年
＝
四
百
）」

が
六
百
以
上
の
人

は
、
胸
部
写

真
と
喀
痰
検
査
の
二

つ
を
受
け

る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
今
年
度

は
八
月
に
総
合
健
診
を
行
い
ま

す
の
で
、
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人

も
高
齢
者
も
稽
極
的
に
健
診
を
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●平成３年～７年までの

蓬田村の死亡状況

(図一1)

●主要臓器別がんの死亡率

年次推移

(厚生省｢ 人口動態統計｣)

●保健コーナー 10

平成９年度
総 合 健 診

( 肺・胃・大腸がん

基　本　健　診

歯 科 健ﾐ)

乳がん・子宮がん

●８月４日(月)・５日(火)

※２日間に限り、乳がん、子宮が

ん検診を併設します。

●８月７日(木)・８日(金)

以上の４日間、農業者トレーニ

ングセンターで行います。事前に、

各地区の保健協力員が皆さんのお

宅に伺います。受診申し込みは各

地区の保健協力員へ！

食中毒にご用心!!

○腸管出血性大腸菌0-157 をは

じめとする食中毒が出はじめてい

ます。

皆さんの家庭から食中毒を出さ

ないよう次のことに注意しましよ

つＯ
①清潔

・調理をする時はまめに手洗いを

する

・調理道具はよく消毒する

○迅速

・食品は早めに調理する

・食べ残しは思いきって捨てる

③加熱と冷却

・生ものは新鮮なうちに食べる

・生焼けのものは食べない

・冷蔵庫を過信しない



平成９年度自衛官等募集案内

○お問い合せ先

自衛隊青森地方連絡部00177  (35) 1751
青森募集案内所

蓬田村役場　総務課　S0174  (27) 2111

募 集 種 目 募集人員 資　　格 受付期間 試験期日

大

卒

等

幹部候補生

一般・技術

(男子)陸　約60名
海　約70

名

(技術を含む)
空　約50名

(女子)陸　約８名
海　約５名
空　約５名

22 歳 以 上

26
歳 未 満 の 者

大 学 院 修 士 課 程 修 了
者 （ 海 上 技 術 幹 部 候
補 生 志 願 者 は 、 理 工
学 課 程 修 了 者 に 限 る｡）
及 び 自 衛 官 は28 歳 未
満

４月17日～５月23日

１次６月21 ～22日

(22 日は飛行要員のみ)

２次７月22～24 日

医・歯薬剤

ﾖ ↓

約20名

専門 の大 卒 （ 見込）
30歳未満の者

薬剤 は26 歳
未満 の 者

（薬 剤修士取 得者 は、
28歳 未満）

６月２日～６月27日 ７月25 日

貸 費 学 生

衛　生 ﾖ ↑

約10名

大学の歯学部歯学科
の3～6年次又は大学
院の歯学研究科在学 ９年12月１日

～10年１月30 日
10年 ２月８日

技　術 大学の理学部
、工学

部の３
・４年次又は

大学院修士課程在学

高

卒

等

防衛大学校学生

推　薦

理工学専攻
約60名

（ うち女子約 ５名）
人文社会科学専攻

約15名
（ うち女子約 ５名）

高卒（見込）
21歳
未満の者

推薦については高等
学校長の推薦等

、別
途資格が必要です。

９月５日～９月10 日 ９月20～21日

一　般

理工学専攻
約315名

（ うち女子約20名）
人文社会科学専攻

約70名
（ うち女子約 ５名）

高 卒（見込）

21歳未満の者
（ 自衛官 は
23歳未満

）
９月16日～10月14 日

１次11月15～16日

２次12月16～19日

防衛医科大学校学生 約65名
y高卒（見込）

21歳未満の者
９月16日～10月14日

１次11月１～２日

２次12月 ３～５日

航 空 学 生

海　　　 約70名

（ うち女子若干名）
空　　　 約70名
（ うち女子若干名）

高卒（ 見込）
21歳 未満の者

８月１日～９月９日

１?欠９月23 日
２?欠10月16 ～22 日

３汐こ(空) １１月16 日

～12 月12 日

看 護 学 生 陸　　 約105名
高卒（見込）
22歳未満の女子

９月16 日～10月14日
１次10月30日

２次11月23～26日

一般曹候補学生

陸　　　 約400 名
（うち女子約36名）
海　　　 約390 名
（うち女子約25名）
空　　　 約400 名
（うち女子約20名）

18
驟以上
24歳未満の者

８月１日～９月９日
１次９月21日

２次10月8 ～13日

曹 候 補 士

陸　　 約1,650名
（うち女子約100名）
海　　　 約480 名
（うち女子約20名）
空　　　 約460 名
（うち女子約20名）

18歳以上
27歳未満 の者

８月１日～９月９日
１次９月21日

２次10月8 ～13日

２等陸･海･空士

男　子 約6,600名 18
歳以上
27歳未満の者

年間を通じて行ってお

ります。
受付後に指定します。

女　子
陸　 約360名
海　　 約60名
空　　 約90名

18歳以上
27歳未満の者

８月１日～９月12日 ９月29～30日

中卒 自 衛 隊 生 徒
陸　 約250名
海　　 約60名
空　　 約50名

中卒（見込）
17歳未満の男子

ｎ月４日

～10年１月４日

１次10年１月５日

２次10年１月21～25日

免
許
取

得
者
等

医科・歯科幹部
陸　　 約６名

海　　 約３名
医師・歯科医師の免
許取得者

①４月14日～５月16日

②10月13日～11月７日

①６月５日

②１１月27日

技 術 海 上 幹 部 約４名 大卒38歳未満の者 ６月２日～７月４日 ７月31 日

婦人自衛官( 看護) 約10名
免　許取得者

36歳未満
の 女 子 10月20日～ｎ 月10日 11月23～26日

免許取得
見 込 者

33歳未満
の 女 子

技 術 海 曹

大学・短大･

高専卒の部

約30名

大学・短大・高専卒
（見込）の者

６月２日～７月４日 ７月31 日

免許の部 １　無線通信士等の
国家免許取得者2　20歳以上の者

11 ●お知らせ情報局



広報よもぎた

４

月

か

ら

保

険

料

が

変

わ

り

ま

す

国
民
年
金
の
保
険
料

が
４
月

分
か
ら
月
額
１
２
、
８
０
０
円

に
変
わ
り
ま
す
。

国
民
年
金
が
支
給
す
る
年
金

は
、
加
入
者
が
納
め
る
保
険
料

の
ほ
か
に
国
が
３
分
の
１

を
負

担
し
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
わ
が
国
で
は
、
高
齢
化

が
急
速
に
進
ん
で
い
る
た
め
、

そ
れ
に
伴

っ
て
増
大
す
る
給
付

費
（
受
給
権
者
に
支
払
う
年
金
）

を
調
達
す

る
た
め
に
は
、
保
険

料
を
引
き
上
げ
て
い
か
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
年
金
制
度
を
将
来
に

わ
た
っ
て
安
定
し

た
も
の
と
す

る
た
め
に
も
、
段
階
的
に
保
険

料
を
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
必
要
な
財
源
を
確
保
し

な
が
ら
、
加
入
者

に
急
激
な
負

担
の
増
を
強
い
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
が
健
全
に
運

営
さ
れ
、
世
代
間
の
公
平
な
負

担
が
保
た
れ
る
よ
う
、
加
入
者

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
渡
そ
う
も
ら
お
う

手
か
ら
手
へ
　

つ
な
ぐ
信
頼

家
内
労
働
手
帳
」

５
月
2
1日
か
ら
3
1日
ま
で
は
、

家
内
労
働
法
の
周
知
徹
底
と
家

内
労
働
者
（
内
職
者
）
の
労
働

条
件
の
向
上
と
生
活

の
安
定
を

図
る
た
め
、
労
働
省
主
唱

に
よ

る
家
内
労
働
旬
間
で
す
。

委
託
者
は
、
家
内
労
働
手
帳

を
交
付
し
、
最
低
工
賃
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

内
職
者
は
、
家
内
労
働
手
帳

の
受
領
と
記
入
事
項
の
確
認
を

し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
旬
間
中
、
青
森
労
働

基
準
局
で
は
家
内
労
働
相
談
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
相
談

に
応

じ
ま
す
。

「
お
問
い
合
せ
先
」

青
森
労
働
基
準
局
　

賃
金
課

a
0
1
7
7

－
3
4－

４
１
↑
上
工

（
内
線
　
2
4
、
2
5）

お知らせ

行

政

相

談

を

ご

利

用

く

だ

さ

い

わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
で
、

行
政
が
行
う
仕
事
に
つ
い
て
苦

情
や
要
望
、
意
見
か
お
る
と
き
、

も
っ
と
も
身
近
な
相
談
相
手
に

な
る
の
が
、
行
政
相
談
委
員
で

す
。相
談
は
無
料
で
、
口
頭
や
電

話
、
手
紙
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

内
容
は
行
政
に
関
す
る
こ
と
で

あ
れ
ば
ど
ん
な
こ
と
で
も
よ
く
、

相
談
を
受
け
た
委
員
は
、
秘
密

を
守
っ
て
親
切
に
お
世
話
し
ま

す
。ま
た
、
受
け
た
相
談
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
例
や
寄
せ
ら
れ
た

意
見
を
、
そ
の
後
の
行
政
運
営

に
生
か
す
と
い
う
、
大
切
な
役

割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

安
全
な
農
作
業
を
す
る
た
め
に

無
理
せ
ず
機
械
操
作
は
　

慎
重
に

春
の
農
作
業
が
忙
し
く
な
る

こ
の
時
期

は
、
毎
年
、
農
作
業

中
の
事
故

が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
農
作
業
中
の
死
亡
事
故

は
年
間
3
5
0
～
4
0
0件
も
発
生
し
て

お
り
、
４
月
か
ら
５
月

の
２
か

月
間
で
そ
の
４
分
の
↓

を
占
め

て
い
ま
す
。

事
故
で
特
に
目
立

つ
の
は
、

ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
な

ど
の
機
械
の
操
作
中
に
起
こ
る

事
故
で
、
全
体
の
約
７
割
を
占

め
て
い
ま
す
。
乗
用
型

ト
ラ
ク

タ
ー
の
転
落
・
転
倒
、
歩
行
型

ト
ラ
ク
タ
ー
で
の
挟
ま
れ
事
故

な
ど
が
直
接

の
原
因

で
す
。

年
齢
別
に
み
る
と
、
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
高
齢

者
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
お
り
、

6
0歳
以
上
の
死
亡
事
故
は
全
体

の
約
７
割
に
も
上
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
農
作
業
事
故
を

防
ぐ
に
は
、
作
業
前
に
機
械
の

点
検
・
整
備
、
資
材
の
準
備
を

整
え
、
計
画
的

な
作
業
を
心
掛

け
る
こ
と
、
慣
れ
た
作
業
や
機

械
の
扱
い
で
も
油
断
し
な
い
こ

と
、
自
分
の
体
調
や
体
力
を
考

え
て
無
茶
を
し
な
い
こ
と
が
、

大
事
で
す
。

・
行
政
相
談
委
員

森
　
　

清
秀
（
阿
弥
陀
川
）

a
0
1
7
4
－
2
7－
3
0
9
7
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水

道

課

を
新

設
人
事
異
動
　
４
月
１
日
付

村
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
や

事
務
処
理
の
効
率
化
、
新
し
い

行
政
需
要
へ
の
対
応
な
ど
の
た

め
、
４
月
１
日
か
ら
組
織
機
構

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
変
更
点
と
し
て
、
水
道

課
を
新
設
し
、
簡
易
水
道
、
下

水
道
事
業
関
係
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
事
務
局

（
教
育
長
、
学
務
課
、
社
会
教

育
課
）
が
役
場
か
ら
中
央
公
民

館
に
移
動
し
ま
し
た
。

▼
水
道
課
長
小
　
松
　
公
　
紀
　
（
保
育
所
長
）

▼
保
育
所
長
佐
　
藤
　
洋
　
子

卜
（
住
民
課
課
長
補
佐
）

▼
住
民
課
課
長
補
佐

坂
　
本
　
万
　
蔵
　
（
社
会
教
育
課
課
長
補
佐
）

▼
社
会
教
育
課
課
長
補
佐
兼
中
央
公
民
館
館
長
補
佐

越
　
田
　
　
　

守
　
（
中
央
公
民
館
館
長
補
佐
）

▼
農
業
委
員
会
主
幹

坂
　
本
　
イ
シ
子
　
（
中
央
公
民
館
主
幹
）

▼
総
務
課
主
幹

森
　
　
　

喜
寿
郎
　
（
議
会
事
務
局
主
幹
）

▼
議
会
事
務
局
主
幹

芳
　
賀
　
　
　

作
　
（
総
務
課
主
幹
）

▼
水
道
課
水
道
係
長

坂
　
本
　
　
　

亮
　
（
農
林
水
産
課
農
政
係
長
）

▼
中
央
公
民
館
主
査

三
　
上
　
あ
け
み
　
（
幼
稚
園
教
諭
）

▼
総
務
課
運
転
手

久
　
慈
　
一
　
成
　
（
新
採
用
）

▼
退
職
　
　
（
３
月
3
1日
付
）

稲
　
葉
　
孝
太
郎
　
（
総
務
課
課
長
補
佐
）

テレホンガイド

役　　　場　27-2111　　保　育　所　　　27-2180

中央公民館　27-2076　　幼　稚　園　　　27-2042

ドレセ ン　27-3010　　小　学　校　　　27-2069

野　球　場　27-3090　　中　学　校　　　27-2038

よもぎ温泉　27-2170　　社会福祉協議会　27-2828

教育委員会　31 -3200　　　　　　　　　　27-2077

FAX　31-3201こどもの日
(５月５日)

５　MAY

日月火水木金土

１２ ３

４５６７８９10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 肘

5月行事予定表

開催日 曜日 行　　　　 事　　　　 名 場　　　 所 時間 担　　当

１ 木 乳児健診 中　央　公　民　館 13 : 00 福　 祉　 課

６ 火 陶芸教室 // 9 :00 中 央 公 民 館

且 日 東青地区子ども会総会 // 9 :30 //

12 月 書道教室 // 1.3:30 //

13 火 陶芸教室 // 9 :00 //

19 月 書道教室 // 13 : 30 //

20 火 陶芸教室 〃 9 :00 //

25 日 蓬田中学校運動会 村 総 合 グ ラ ン ド 8 :30 蓬 田 中 学 校

26 月 書道教室 中　央　 公　民　 館 13 : 30 中 央 公 民 館

27 火 陶芸教室 // 9 :00 //

13　●役場人事異動／行事予定表



ト
マ
ト
等
の
ハ

ウ
ス
団
地
完
成

中
沢
地
区
に
2
0棟

複
合
経
営
を
目
指
し
、
昭
和

四
十
八
年
か
ら
ト
マ
ト
栽
培
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
栽
培
農
家
の
努
力

に
よ
り
、
作
付
面
積
も
年
々
拡

大
し
、
平
成
六
年
度
で
は
、
販

売
量
が
県
下
第
一
位
に
な
っ
て

お
り
、
蓬
田
村
の
「
桃
太
郎
ト

マ
ト
」
は
県
内
外
か
ら
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ビ
ニ
ー
ル
（

ウ
ス

の
老
朽
化
や
連
作
障
害
な
ど
に

よ
り
、
平
成
七
、
八
年
は
販
売

量
が
低
迷
し
、
県
下
第
五
位
に

な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
農
家
負
担
を
少
な

く
し
て
収
穫
量
・
収
入
増
を
図

る
た
め
、
村
と
農
協
が
協
力
し
、

（

ウ
ス
の
団
地
化
に
よ

る
適
正

な
使
用
を
目
的
に
、
貸
し
付
け

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
中
沢
地
区
に
二
十

棟
（
一
棟
、
一

匸
一
坪
）

の
（

ウ
ス
を
建
設
し
、
村
内
か
ら
希

望
農
家
を
募
り
、
利
用
者
が
決

定
、
す
で
に
作
業
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

村
は
、
今
後
も
複
合
経
営
を

積
極
的
に
推
進
し
、

ト
マ
ト
や

花
き
、
畜
産
そ
の
他

の
作
物
の

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
計
画

で
す
。

み
～
つ
け
た

４月16日、玉松園カントリーパー

ク古城の沼で見つけました。

雪の下でずっと春を待ち続けて

いた、水芭蕉とふきのとうが一緒

に花を咲かせていました。

これから、あざみ・タラの芽・

ささ竹の子など山菜の季節です。

山菜採りにも十分な装備で。
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戸　籍　の

窓　　　口

人口と総世帯

(3月31日現在)

総人口　3,739人

男　　1,797人

女　　1,942人

世帯数　1,043世帯

２・３月受付分

お誕生おめでとうございます

しんぺい　　　／４=i.川 崎　 慎 平　 （ 石 津　 長 男

ご結婚おめでとうございます

･坂本　 孝麿（中　　 沢）

西ヽ野　 和美（平 舘 村）

･磯部　　 覚 （阿弥陀川）

中ヽ村　 祐子（蓬　　 田）

細 谷　 忠彦（蓬　　 田）

塚ヽ本由美子（む っ 市）

細谷　忠正（蓬　　田　39歳）

中村　エス（蓬　　田　86歳）

泉　　憲光（中　　沢　44歳）

福井　きそ（郷　　沢　78歳）

坂本　清廣（中　　沢　74歳）

編

集

後

記

※

春

は
あ
け

ぼ
の
※

夜
が
ほ

の
ぼ

の
と
明

け
る
こ

ろ

春
、

新
し

い
生
活

の
ス

タ

ー
ト
。

ト

ゲ
ク

リ
ガ

エ
、

シ
ロ
ウ
オ

や
ア

ザ
ミ
、

ウ

ド
、

竹
の
子

な
ど

の
山
菜

、
そ
し

て
お

花
見
。

広
報

の
発
行

が
遅

れ
、
４

・
５

月
合
併
号
に
な
っ

た
こ
と

を
お

わ
び
し

ま
す
。

広

報
担
当

２
年
目

、
打

率
一
…Ｊ
割

の

夢

は

、

は

か

な

く
も
消

え
ま
し

た
が
、

内

容

の

充
実

を

目

指

し

て
頑
張

り
ま

す
。

み

な
さ

ん
の
身
近

な
話

題
、

写
真

な
ど

何

で

も

結

構
で

す
、
企
画

課

ま
で
お

知
ら
せ

く

だ
さ
い
。
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